
NO.107（9） 日 高 市 議 会 だ よ り

台
風
第
19
号
の
対
応
に
つ
い
て

�

和
田
　
貴
弘

ご
み
の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て

�

稲
浦
　
巖

一
般
質
問
の
要
旨

特色のある観光資源

台風翌朝の高麗川

問　

ご
み
の
減
量
化
に
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
や
対

策
を
実
施
し
、
結
果
、
過
去

５
年
間
の
実
績
は
ど
う
か
。

答　

平
成
24
年
度
か
ら
、
集

団
資
源
回
収
奨
励
報
奨
金
の

単
価
引
き
上
げ
、
生
ご
み
処

理
容
器
等
設
置
補
助
金
制
度

の
推
進
、
水
切
り
ネ
ッ
ト
や

雑
紙
専
用
回
収
袋
の
全
戸
配

布
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

26
年
度
と
平
成
30
年
度
の
実

績
を
比
較
す
る
と
、
排
出

量
で
489
ｔ
、
処
理
費
用
で

２
千
600
万
円
強
の
減
と
な
っ

た
。

問　

市
民
の
協
力
に
よ
り
減

量
化
を
進
め
る
中
で
成
果
が

出
て
い
る
が
、
な
ぜ
、
今
後
、

他
の
自
治
体
の
ご
み
の
受
け

入
れ
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

答　

近
年
多
発
す
る
自
然
災

害
に
よ
り
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
が
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
で

焼
却
施
設
の
建
て
替
え
期
間

中
等
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施
設

を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
埼
玉
工
場
の

ご
み
資
源
化
処
理
施
設
の
能

力
に
年
間
約
３
千
ｔ
の
余
力

が
生
じ
て
い
る
現
状
を
み
る

と
、
災
害
時
や
非
常
時
の
際

に
、
他
の
自
治
体
の
可
燃
ご

み
を
受
け
入
れ
、
施
設
の
稼

働
率
維
持
を
図
る
こ
と
が
本

市
の
安
定
的
、
長
期
的
な
廃

棄
物
処
理
行
政
の
推
進
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

�

新
し
い
観
光
資
源
開
発
に

つ
い
て

問　

新
し
い
観
光
資
源
開
発

の
検
討
は
。

答　

本
市
は
、
歴
史
の
分
野

に
お
い
て
も
近
隣
自
治
体
に

類
を
見
な
い
独
特
の
歴
史
を

持
っ
て
い
る
。
高
麗
郡
建
郡

１
３
０
０
年
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
た
数
々
の
講
演
会
等

に
は
、
多
く
の
歴
史
好
き
の

方
が
訪
れ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
歴
史
分
野
の
観
光
に
も
、

今
後
目
を
向
け
て
い
く
こ
と

も
一
考
と
思
わ
れ
る
。

問　

地
球
観
測
衛
星
に
よ
る

観
測
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
か

ら
歴
史
を
捉
え
る
研
究
を
さ

れ
て
い
る
方
が
い
る
が
、
宇

宙
観
測
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

日
高
市
の
歴
史
分
析
を
新
し

い
観
光
資
源
に
利
用
す
る
考

え
は
。

答　

市
民
の
皆
様
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご
活
躍
の

方
が
お
ら
れ
る
。
そ
の
知
識

を
お
持
ち
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
新
た
な
観
光

資
源
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
は
、
市
に
と
っ
て
有

益
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る

学
校
を
開
放
す
る
判
断
基
準

は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、
判
断
基
準
は
無

い
が
、
災
害
に
応
じ
て
開
設

す
る
避
難
所
を
決
め
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

を
多
数
抱
え
て
い
る
高
麗
地

区
で
は
、
高
麗
公
民
館
だ
け

で
は
避
難
者
の
対
応
を
行
う

こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
学
校
な

ど
へ
の
拡
充
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

災
害
情
報
の
把
握
に
関

し
て
、
消
防
団
員
が
現
場
で

撮
影
し
た
画
像
の
情
報
共
有

の
考
え
は
。

答　

現
在
進
め
て
い
る
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

内
容
に
各
種
気
象
情
報
を
集

約
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

含
め
る
予
定
で
あ
り
、
現
場

か
ら
の
画
像
を
、
こ
の
集
約

情
報
に
含
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
研
究
し
て
い
く
。

　

�

浸
水
が
あ
っ
た
区
域
の
住

宅
に
つ
い
て

問　

住
宅
基
礎
の
か
さ
上
げ

や
建
物
移
転
に
対
す
る
補
助

制
度
は
考
え
ら
れ
る
か
。

答　

現
在
、
制
度
は
無
い
が
、

今
後
は
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
、
水
が
た
ま
る
湛
水

(

た
ん
す
い)

想
定
区
域
な
ど

の
検
証
を
進
め
、
制
度
の
研

究
を
す
る
。

　

�

大
雨
時
の
下
水
道
の
対
応

に
つ
い
て

問　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
公
共

マ
ス
か
ら
の
雨
水
流
入
に
よ

る
逆
流
の
防
止
措
置
は
。

答　

公
共
汚
水
マ
ス
修
繕
の

際
に
行
う
水
密
性
が
向
上
す

る
製
品
へ
の
改
修
、
汚
水
管

の
口
径
及
び
配
管
ル
ー
ト
の

見
直
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
改
修
、
不
明
水
の
調
査

等
が
今
後
の
下
水
道
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

災
害
ご
み
に
つ
い
て

問　

住
宅
等
に
流
れ
つ
い
た

ご
み
の
扱
い
と
処
分
方
法
は
。

答　

被
災
し
た
住
宅
等
の
災

害
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
ほ
ぼ

終
了
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、

新
た
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、
引
き
続
き
個
別
に
対
応

し
て
い
く
。

　

�

高
指
山
無
線
中
継
所
跡
地

に
つ
い
て

問　

用
地
の
取
得
と
展
望
台

の
設
置
の
考
え
は
。

答　

展
望
台
設
置
場
所
と
し

て
の
利
用
を
考
え
る
と
、
観

光
面
で
は
非
常
に
利
用
価
値

の
高
い
場
所
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
現
時
点
で
は
積
極
的

に
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
は

検
討
し
て
い
な
い
。


